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第26回
みどりの地球号in安行
5月5日、安行スポーツセンターで
開催。苗木の無料配布や植木の模
擬セリ市、ふれあい動物園などのイ
ベントが行われ、多くの来場者でに
ぎわいました。

スプリングフェア
２０１４
5月3日～6日、グリーンセ
ンターで開催。来場者は
百連こいのぼりの下で、ス
テージイベントや、春の草
花を観賞するなど、楽しい
ひとときを過ごしました。

第27回
グリーンロード・
ウオーキング
4月29日、戸塚安行駅から
安行・新郷地区をまわり新
井宿駅までの約12キロの
コースで開催。423人の参
加者はすがすがしい新緑
の中を歩きながら、川口の
魅力を再発見しました。

第32回
芝のふるさとまつり
５月１１日、芝スポーツセン
ターで開催。バナナのたた
き売りやステージのほか、
芝地区の町会による子ど
もみこしなどが行われ、た
くさんの親子連れでにぎ
わいました。

第8回
サッポロメモリアル
「リボンシティまつり」
５月１７日、並木元町公園で
開催。華やかなステージや
模擬店が設けられ、多くの
来場者でにぎわいました。

5月10日、リリア音楽ホールで
開催。看護師のシンボルである
ナースキャップを与えられた第
一看護学科３８人は、キャンドル
の灯の中ナイチンゲール誓詞を
力強く朗唱し、新たな決意を胸
に看護の道を歩み出しました。

第38回
看護専門学校戴帽式

たいぼう
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Vol. 17
このコーナーでは「川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり」に登場した
川口ゆかりの人物を紹介していきます。

儒
学
者 

安
井
　
息
軒

　
安
井
息
軒
は
、
寛
政
11
年
（
１
７

９
９
）、
日
向
国
清
武
郷
（
現
・
宮

崎
県
宮
崎
市
）
に
生
ま
れ
、
儒
学
者

で
あ
っ
た
父
・
滄
洲
の
影
響
も
あ
り
、

幼
い
頃
か
ら
学
問
を
志
し
ま
し
た
。

儒
学
と
は
、
中
国
古
代
の
教
え
を
、

孔
子
が
体
系
化
し
た
も
の
で
、
江
戸

時
代
に
は
、
儒
学
の
一
派
で
あ
る
朱

子
学
が
幕
府
の
官
学
と
し
て
盛
ん
に

学
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
息

軒
は
他
学
派
の
優
れ
た
部
分
は
柔
軟

に
取
り
入
れ
る
と
い
う
独
自
の
研
究

姿
勢
を
生
涯
貫
き
ま
し
た
。

　
江
戸
に
出
た
息
軒
は
、
私
塾
「
三

計
塾
」
を
開
き
、
次
世
代
を
担
う
人

材
を
多
く
輩
出
し
、
文
久
２
年
（
１

８
６
２
）
に
は
幕
府
か
ら
昌
平
坂
学

問
所
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

「
三
計
塾
」
の
「
三
計
」
と
は
、「
一

日
の
計
は
朝
に
あ
り
」「
一
年
の
計

は
春
に
あ
り
」「
一
生
の
計
は
少
壮

の
時
に
あ
り
」
と
い
う
三
つ
の
計
、

全
て
始
ま
り
を
指
し
て
お
り
、
何
事

を
志
す
に
し
て
も
、
ま
ず
初
め
が
肝

心
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
込
め
て
、

塾
を
開
き
人
材
の
育
成
に
努
め
た
の

で
し
た
。

　
や
が
て
、
息
軒
は
明
治
維
新
の
混

乱
を
避
け
、
明
治
元
年（
１
８
６
８
）

69
歳
の
時
、
領
家
村
（
現
・
川
口
市

領
家
）
に
移
り
、
お
よ
そ
９
カ
月
間

滞
在
し
ま
す
。

　
そ
の
滞
在
期
間
中
に
記
さ
れ
た
の

が
、「
北
潜
日
抄
」（
埼
玉
県
指
定
有

形
文
化
財
）
で
す
。
内
容
は
騒
然
と

し
た
世
相
と
身
辺
に
起
こ
る
さ
ま
ざ

ま
な
様
相
を
記
し
た
日
記
で
す
。
ま

た
、
息
軒
は
著
作
の
傍
ら
、
近
隣
の

村
人
に
漢
学
の
手
ほ
ど
き
を
し
て
、

熱
心
に
そ
の
子
弟
の
養
育
に
あ
た
り

ま
し
た
。

　
領
家
村
の
住
ま
い
は
「
息
焉
舎
」

と
名
付
け
ら
れ
、
今
も
当
時
の
姿
を

残
し
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
息
焉
舎
」
に
は
、
毎
年
「
宮

崎
市
清
武
町
文
化
交
流
使
節
団
」
の

子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
交
流
が
続
い

て
い
ま
す
。

今
回
は
、江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
で
、私
塾「
三
計
塾
」を
開
き
、

明
治
期
に
活
躍
す
る
人
材
を
多
く
排
出
し
た
安
井
息
軒
を
紹
介
し
ま
す
。

参
考
文
献：『
川
口
の
文
化
財
』１
９
９
１
、

川
口
市
教
育
委
員
会

江
戸
期
儒
学
の
集
大
成

息焉舎(吉原さん宅)
ここで「北潜日抄」が記され、現在も市内に所蔵
されています。毎年、宮崎市の小学生が訪れます。
交互に「川口市小学生文化交流使節団」も宮崎
市の息軒ゆかりの地を訪れ、交流を深めています。
b東領家2-12-15
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